
独立行政法人家畜改良センターの令和４事業年度主務大臣評価結果の主要な反映状況 

 

１．役員人事への反映について 

役員人事への反映 

中期目標に定められた業務について、中期計画に沿った年度計画が全体としておおむね所期の目標が達成され、農林水産

大臣による令和４年度の評価において一部改善等の指摘があったものの、役員の解任等につながる評価はなかったことを

踏まえ、役員の解任等は行わなかった。 

２．役員報酬への反映について 

役員報酬への反映 
常勤役員の俸給の月額や期末特別手当の額について、常勤役員の業績を考慮して、これを増額し、又は減額することがで

きるとなっているが、令和５年度においては、役員報酬の増減は行わなかった。 

３．法人の運営、予算への反映について 

評価項目 令和４事業年度評価における主な指摘事項 令和５及び６年度の運営、予算への反映状況 

「Ⅰ－６  牛トレー

サビリティ法に基づ

く事務」の「（２）牛

個体識別に関するデ

ータの活用」（中項目

） 

 

 

 

 

国産粗飼料利用拡大緊急酪農対策事業における交

付対象頭数を確認するために提供したデータにおい

て、誤ったデータを提供し、補助金の過払いを招く事

態となったことから、利用請求に応じたデータ提供

を適切に行うことができなかったと判断し、自己評

価では「Ｂ」評定のところ、「Ｃ」評定に引き下げた

。センターから報告のあった要因分析、改善方針及び

具体的な改善策を精査した結果、いずれも妥当なも

のであった。再発防止策が今後も引き続き、着実に実

施されるよう徹底して進める必要がある。 

 

 

 

【令和５年度】 

情報提供に当たっては、誤提供の再発防止のため、業務改善策とし

て、ア）プログラム作成前に、提供を求められているデータの内容を

担当する全職員の間で正しく共有する、イ）新規作成したプログラム

は、システムエンジニアなどの第三者による確認を義務付ける、ウ）

プログラムの実行過程における中間保管データにより、プログラム

が適正に稼働しているかの検証を提供開始前に行う、エ）抽出結果

は、適正性を確認した後に提供するなどの措置を講じており、これら

の取組を作業手順書に取りまとめて共有することにより実施を徹底

した。 

また、情報提供に当たっては、提供ファイルにパスワードを設定

するなど個人情報を適正に管理するとともに、牛個体識別全国デー

タベース利用規程を改正し、利用請求書や牛の管理者の同意書の様

式を変更して電子メール等による申請を可能とすることにより、利

用申請を効率良く受理し処理できるよう改善し、迅速かつ的確に情



報提供を行った。 

加えて、家畜改良センター全部署においても、担当者１名のみで

業務を実施している、あるいは他の職員からのチェック体制がない

業務が潜在しないかを確認し、各部署で証明書の発行等、社会的に

影響が大きい項目について、リスク管理対応計画の再点検・見直し

を行った。また、全職員に対して、eラーニングを用いた法令等遵

守に係る職員研修において、補助事業に関連する業務における誤り

が及ぼす影響の大きさ等も含めた意識醸成の学習を実施した。 

 

【令和６年度】 

個体識別情報提供業務に係る勉強会を個体識別部内で開催し、情

報提供手順を確認し共有するとともに、個人情報の保護に留意しつ

つ、情報提供手順に沿って作業を進め各種データを提供する。 

家畜改良センター全部署において、リスク管理対応計画に基づき、

各部署における事前の対応策を実施するとともに、各部署において

新たに把握されたリスクについてはその評価・分析を行いリスク管

理対応計画に追加するなど、必要に応じて見直しを行う。また、全職

員に対して、eラーニングを用いた法令等遵守に係る職員研修におい

て、家畜改良センターで過去に発生した事案を再確認し、問題等事案

の再発防止への意識付け等の学習を行う。 

 



「Ⅳ その他業務運

営に関する重要事項

」の「５ 環境対策

・安全衛生管理の推

進」（中項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場における事故等を未然に防止する対策として

安全衛生管理に関する年間計画を策定し取組を進め

てきたものの、労働災害（死亡事故）が発生したこと

を重くみて、自己評価と同様、「Ｃ」評定とした。セ

ンターから報告のあった要因分析、改善方針及び具

体的な改善策を精査した結果、いずれも妥当なもの

であった。再発防止策が今後も引き続き、着実に実施

されるよう徹底して進める必要がある。 

【令和５年度】 

令和４年度に牧場で発生した労働災害による死亡事故を受け、令

和５年４月１日付けで改正した安全衛生管理規程を施行し安全衛生

に係る管理体制の整備を図り、労働災害防止に向けて安全衛生推進

本部で安全管理体制の再構築と安全意識の浸透・定着化のための人

事評価項目の追加、危険予知に重点を置いた安全教育内容の見直し、

日常的な安全確保の取組を確実に実施する仕組の追加などを柱とし

たセンター全体の安全対策の拡充･強化策を盛り込んだ安全衛生年

間計画を策定し、計画に沿って作業手順書の作成、四半期に一度の作

業手順の遵守状況点検、安全パトロール、安全衛生教育（新規・入場

者・役職別研修等）の実施や安全な作業環境の確保（リスクアセスメ

ント等）及び健康管理の確保（熱中症対策、ストレスチェック、面接

指導等）等を実施させた。 

安全衛生委員会を毎月開催させ、各職場の職員からの安全衛生に

係る意見聴取の実施と検討、労働災害発生状況、保護具着用状況点検

等の報告等により、労働災害防止の推進と職員の安全意識の啓発に

努めた。 

年間計画に基づき、十勝牧場で安全衛生コンサルタントによる安

全衛生診断を実施し、また、安全衛生eラーニング学習や、技術専門

職員の将来方向に関する検討協議会での報告による職員への情報共

有を行った。 

 

【令和６年度】 

令和５年度に改正した安全衛生管理規規程を基に、安全衛生に係

る管理体制による労働災害発生防止を図る。 

安全衛生面に関わる事故等を未然に防止するため、年度当初に安

全衛生施策を推進するための年間計画を策定し、計画に沿って、作

業手順書の作成・見直し、四半期に一度の作業手順の遵守状況点検

、安全パトロール、安全衛生教育（新規・入場者・役職別研修等）



の実施や安全な作業環境の確保（リスクアセスメント等）及び健康

管理の確保（熱中症対策、ストレスチェック、面接指導等）等を実

施する。また、牧場において安全衛生コンサルタントによる安全衛

生診断を実施するとともに、安全衛生eラーニング学習や、技術専

門職員の将来方向に関する検討協議会での報告による職員への情報

共有などの安全衛生施策を実施する。 

 


